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1. はじめに 

近年生体情報を解析することによる, ヒトの情動状態

の客観的・定量的評価実現が試みられており，その成

果はニューロマーケティングなどの分野への応用が期

待される.先行研究では,fMRI や脳波によって得られる

脳活動情報からの情動推定が試みられているが，ヒトの

すべての情動の種類を網羅するには至っていない． 

[1].本研究では,脳波の流れを考慮可能な多次元有効

コヒーレンス法を用いた情動推定法を検討する. 

2. 脳波の流れを考慮した情動推定 

情動に関する fMRI を用いた研究では、特定の情動

に複数の部位が寄与していることが報告されている．本

研究では更に部位間の情報の流れを考慮するために

多次元有向コヒーレンス法を用いた情動推定法を検討

する．多次元有向コヒーレンス法では，図 1 に示すよう

に，脳波を計測する電極の直下にある信号源から遅延

のない信号と，他の電極直下にある信号源から遅延と

減衰のある信号が伝搬していることを想定し，多電極間

での特定の周波数の信号の流れを推定する[2]．２電極

間の信号のみを考慮する有効コヒーレンス法[3]では，

図 2 のように，２電極に他の電極から共通の信号が流れ

ている場合に，２電極間の見かけ上の信号の流れ（誤っ

た信号の流れ）を検出してしまうが，多次元有向コヒーレ

ンス法では見かけ上の信号の流れを抑制できる特徴が

ある． 

図 1．多次元有向コヒーレンスの原理図 

 

3. 多次元における信号の流れ推定シミュレーション 

図 2 の信号の流れのモデルを元に，信号源 Wx, 

Wy, Wz の中心周波数をそれぞれ 10Hz,11Hz,12Hz

として各電極における疑似的な計測波形を作成し，

多次元有向コヒーレンス法により信号の流れの解析

を行った．解析プログラムは Matlab 上で動作する． 

発生源 Wz から電極 O1 への信号の流れの解析結果を

図 3 に示す．破線は有効コヒーレンス法の結果に比べ,

実線の多次元有向コヒーレンス法による結果では見か

け上の信号の流れが抑制されていることが分かる． 

 
図 2．有効コヒーレンス法で検出される見かけ上の信号の流れ

（誤った信号の流れ） 

 

 

 
図 3. 作成した模擬信号を解析した結果 

 

4. 今後の予定 

心理学の分野では Plutchik らが情動は８つ基本情動

から成り立つことを提唱している．本研究では，特定の

情動状態の被験者から得られた脳波データを多次元有

向コヒーレンス法に適用し，８つの基本情動について推

定の可能性を検討することを予定している. 
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